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摂津市教育委員会から子供たち34人保護者13名が木津川で自然を楽しむ　25日　　
暑さが厳しいこの時期、約50名近い子どもと親子が木津川に来られました。摂津市では1時間の魚とりで、一匹も取れないことが何回もあるとの話でした。木津川に来て魚が獲れないと大変だということで、水位低下になり新鮮な水が入らないと魚たちが入ってくれないので取水口の掘削や草刈りを行いました。バスが1時間も遅れるハプニング発生、座学の時間を短縮する工夫をして、午後の魚とりに時間を割り振りました、ところが暑さに負けてか魚とりは30分の予定でしたが、20分ほどで水から上がってしまいました。厳しい暑さのためだったのでしょうか予想外の出来事でした。私は未来を担う子どもたちの体力がこれでいいのかと考えさせられました。
16回目の近畿水辺の交流会（寝屋川市・摂南大学）26日に開かれる　
郡角治氏（府営団地連合自治会長）が水辺の活動を発表されました。8回目になる親子花見乗船体験の取組みを詳しく紹介し、摂南大学生の大きな応援に支えられて毎年250名以上の参加者を得ていること、木津川展での木津川紹介、カヌー体験も併せて行っていること、そして防賀川の清掃に取組みを重ねてくるとゴミだらけの防賀川が最近はきれいな川に変貌してきたこと、夏に行う灯呂流しで水に親しんでいただいていること、秋には300人が防賀川の岸辺のステージ前に集まって開く青空音楽会は、地域の幼稚園、保育園、中学校、地元音楽サークルが出演についてされるなど詳しく説明されました。さらにこれらの取組みを通じて自治会や商店街、旧村の区などとの連携が強まり　さらに故郷祭りへ発展させると目標を語りました。
大阪府環境農林水産綜合研究所水生生物センターを見学　26日　
センターは寝屋川市木屋元町の国道一号線で淀川沿いにあります。最も特徴的なのは、淀川で天然記念物に指定され絶滅したと見られているイタセンパラの養殖地となっていて、イタセンパラが常時公開されていることで有名な施設です。興味をお持ちの皆様は一度訪れるといいところです。072-833-2770に問い合わしてください。広大な面識の湿地があって、蓮の花が満開でした。また人口密集地の都会で、春に子どもたちが田植えをした田圃があって、この日には田植えをした子どもたちを招いて、田圃に生息している生物調査が行われていました。トンボやチョウなど捕まえた昆虫の名前を調べていました。秋には稲刈りの予定もあり、自分たちが植え付けた植物の成長を通じて田んぼの生き物調査に取り組むなど次代を担う子供たちに一生懸命に自然を楽しませておられました。特別講演として元河川環境管理財団大阪事務所所長・田村公一氏から「淀川中流域の最近の状況」のお話がありました。又報告と紹介では「寝屋川市における水辺再生」について上田豪氏から説明ありました。その後に「ウォータステイション琵琶の会」「桂川流域ネットワーク」「やましろ里山の会」和歌山・紀ノ川、兵庫・武庫川など10団体から活動紹介が発表され交流が深められました、
農業問題について　現在の動きについての勉強会に出席してきました。27日　
農業委員会の解体が進められようとしていること。農協の改革が行われようとしていること。そして農地を株式会社が取得できるようにしょうとしていことの狙いがどこにあるのかがについて、話し合われました。里山農園を開拓している里山の会としては聞いておいて損にはならないと出席してきました。30日の事務局会議ではかなり重要な問題だと話題になり、関心の大きさが判りました。これからもしっかり関心を持たなければとなりました。
情報誌リビング40万部発行　つばめのねぐら入り観察案内を掲載される　
ここ最近ツバメのねぐら入りには参加者の減少が続いていましたが、今回は大きな案内記事が掲載されました。初めての試みですので、どうなることかと気をもんでいます。多くの皆さんのご参加があればうれしいですね。身近な自然の偉大さを実感できる取組みです。
近畿こどもの水辺　第2回実行委員会　28日　
山村武正　田中実知世　北野大輔氏が出席　第8回京都大会のスローガンが提起されました。来年1月24日に京都大会が予定されています。いよいよ発表団体の募集が始まります。この日には実行委員が集まって会場の下見が行われ運営上支障がないかなと検討が行われました。また若手の皆さんから企画素案がプレゼンテーションされ「水辺のむかし、今、これから」をキーワードとすることが決定されました。これまでにない新しいスローガンですので、楽しみです。
8月10日10時から実施　木津川一日探検　みんなでステキを探し　形に残そう　　
京都新聞に案相記事掲載30日朝刊　集合は山城大橋東詰めに　　5月に春の木津川一日探検をおこないました。今回は第二回目で夏の木津川を探検します。暑い夏にどういった生き物が生活しているでしょうか。人間は熱中症で大騒ぎしていますが、昆虫など生き物はどうして暑さをしのいでいるのでしょうか　一緒に考えてみましょう。
木津川親子で遊ぼう学ぼう魚とり　
いよいよ3日に実施　総参加人数192人で、設営や安全進行などのスタッフ59人が加わりますので　里山の会としては過去最大最多の取組みとなりました。里山の会16年の総力を挙げた取組みとなりました。暑さきびしい折ですが「つばの広い帽子」や水分補給や、塩分補給など熱中症対策を十分に考えてご協力をお願いします。
準備計画は　　
30日午後　取水口　溝掘削補強　
31日　13時より　現地集合　物品備品の運びこみ　ブルーシートの洗濯（泥落とし）
 1日　13時現地集合　配置進行総合的な打合せを行う　リハーサル　

  3日　8時スタッフ集合　8時30分祝園駅送迎バス出発　10時開会　13:30頃解散予定
スタッフの皆さんにお願い
熱中症対策として　水を凍らせた２リットルの
ペットボトルの提供をお願いいたします
　







